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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について 
（アップデート） 

 

 

当社は、2024年４月26日に公表いたしました「資本コストや株価を意識した経営の実現に

向けた対応」について、現状の分析・評価及び今後の取組み方針についてアップデートいた

しましたので、お知らせいたします。 

詳細につきましては添付資料「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応に

ついて（アップデート）」をご覧ください。 

 

以 上 
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資本コストや株価を意識した
経営の実現に向けた対応について

（アップデート）

2025年6月20日



2© 2025 MORITA HOLDINGS CORPORATION

869 847 836 813

952

1,117

89 89 
81 

51 

95 

137

70 
62 

54 

40 

60 

95 

0

50

100

150

200

250

0

250

500

750

1,000

1,250

FY19 FY20 FY21 FY22 FY23 FY24

億円億円

連結業績
売上高(左軸) 営業利益(右軸)

当期純利益(右軸)

10.2% 10.5%
9.7%

6.2%

9.9%

12.3%

∎ 現状分析（1/3）

1,663 
1,787 

1,236 
1,330 

1,637 

2,072 
1.07 

1.04 

0.67 
0.70 

0.79 
0.92 

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

0

400

800

1,200

1,600

2,000

2,400

FY19 FY20 FY21 FY22 FY23 FY24

倍円

株価・PBR
期末株価 期末PBR

連結業績は2024年度において過去最高を更新するも、PBRは1.0倍を下回る

― 営業利益率

アップデート
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∎ 現状分析（2/3）

PBR = ROE x PER

ROEは中期経営計画の数値目標10.0%を達成

株主資本コスト※︓5%~7%

中計目標

当期純利益率の向上により、ROEは資本コストを上回る
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※ 株主資本コストはCAPMに基づき算出（参考値）

10年国債の利回り 当社固有のリスク ヒストリカル法と
インプライド法の平均＋ ×

リスクフリーレート Β値 リスクプレミアム

アップデート



4© 2025 MORITA HOLDINGS CORPORATION

∎ 現状分析（3/3）

PBR = ROE x PER
PERは安定的ではあるものの業種平均を下回る

足元の業績は好調であるものの、市場評価につながらず

10.8 
13.0 

10.5 

14.6 
11.9 

9.5 

14.8 

30.6 

22.2 

14.8 

20.4 

0

5

10

15

20

25

30

35

FY19 FY20 FY21 FY22 FY23 FY24

倍

PER
モリタHD プライム/製造業

アップデート
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財務戦略
⇒P8参照

成⻑戦略
⇒P6参照PBR構成要素

∎ 高付加価値化のための研
究開発投資

∎ 生産性向上のための設備
投資

∎ 差別化戦略による収益⼒
の向上当期純利益率

ROE
∎ 保有意義が不⼗分である

政策保有株式の縮減
∎ 非事業性資産の圧縮

総資産回転率

∎ 負債も活⽤した成⻑投資
の実施財務レバレッジ

∎ 成⻑戦略を⽀えるキャッシュ
アロケーション

∎ 新規事業による市場の開
拓

∎ 投資家との対話推進
成⻑への期待PER

∎ 対応方針
PBR構成要素の改善に結びつく戦略の着実な実⾏

アップデート
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∎ 研究開発⼒の強化
モリタATIセンターの開設

∎ 対応方針に沿った取り組みの進捗状況
∎ IRに関する取り組み（2024年度）

決算説明会（2024年5月）
– 会場とオンラインでの同時開催
– オンデマンド配信を実施
機関投資家とのIR面談
– 個別面談︓63回（2023度︓39回）
– スモールミーティングを実施
– 海外投資家向けIR面談を実施

追加

∎ AIを活用したソリューション具体化への取り組み
指揮⽀援システムを搭載したEV指揮⾞および指揮卓 ⼤阪・関⻄万博での実証実験

ⒸExpo 2025



7© 2025 MORITA HOLDINGS CORPORATION

∎ 配当政策

∎ 株主還元方針

財務体質と企業基盤の強化を図りつつ、 安定的な配当の継続及び向上を基本方針と
し、DOE（株主資本配当率）2.5％以上を目安とする FY24実績︓DOE 2.9%

経営環境や株価の動向及び財務状況を勘案のうえ、資本効率の向上及び中
⻑期的な視点から配当政策を補完する株主還元策の⼀つとして弾⼒的に実
施する FY24実績︓21億円

取得︓

消却︓ 発⾏済株式総数の10%程度を上限とし、それを超過する部分は原則として消
却する FY24実績︓⾃⼰株式の発⾏済株式総数に占める割合 8.9%

∎ 自己株式の取得及び消却

アップデート
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FY23-25
キャッシュアロケーション

Cash-in Cash-out

∎ キャッシュアロケーション

営業 C/F
300億円

非事業性資産の圧縮
40億円

借⼊⾦
110億円 成⻑戦略投資

200億円

既存事業向け投資
100億円

株主還元
150億円

150億円
（71億円）

65億円
(35億円)

200億円
（25億円）

∎ 生産設備の更新
∎ 営業拠点の移転・集約
∎ 生産設備の増強

50億円
（ー）

325億円
（225億円）

40億円
（5億円）

∎ 配当（実績︓45億円）
∎ ⾃⼰株取得 （実績︓26億円）

∎ 高付加価値化のための研究開発の
加速（実績︓24億円）

∎ 事業戦略に沿った⼈財採⽤と育成
∎ 海外生産拠点の能⼒向上と効率化
∎ モリタとBrontoのシナジー推進
∎ M&Aによる事業拡⼤

2024年4月公表 2025年5月時点⾒込み
（括弧内はFY23-24実績）

Cash-in Cash-out

アップデート


